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	【別紙】
	１　当事者の概要
	⑴ 　被申立人Ｙ１（以下「会社」という。）は、首都圏を中心に、事業所や病院内における保育所の受託運営、企業向け育児支援コンサルティング、保育士派遣等を行う株式会社であり、平成29年４月１日時点における従業員数は、259名である。
	会社、申立外社会福祉法人Ｃ１（以下「Ｃ１」という。）及び申立外株式会社Ｃ２は、「Ｃ１グループ」を構成し、保育事業等の一体的管理運営を行っている。29年４月１日時点におけるグループ全体の職員数は、1,808名である。
	４　判断の要旨
	会社は、５月19日付けでの組合からの団体交渉申入れに対し、７月27日の第２回団体交渉まで、現時点では団体交渉を行うことが適切でないなどとして団体交渉に応じておらず、ほかに日程調整のため時間を要した等の事情も認められないから、団体交渉を拒否したものといえる。
	このことについて、会社は、組合の団体交渉申入事項は第１回団体交渉で回答済みであったから、当時の時点で団体交渉の開催は適切でなかったと主張する。
	５月18日、Ｘ２の自宅待機命令を議題とする第１回団体交渉が行われ、組合は、発令根拠規定や指揮命令系統を明らかにするために、就業規則と組織図等を求め、会社もこれに応じる旨回答した。また、組合は、５月19日付「質問並びに団体交渉申入書」において、団体交渉を申し入れるともに、グループの組織及び指揮命令関係や、調査が終了した後に客観的根拠が示されるかなどを質問した。
	この経過をみれば、組合の質問等について、第１回団体交渉において会社が回答済みであったとはいえず、引き続き団体交渉に応じた上で説明を行う必要があったといえる。また、会社は、資料の開示を承諾した就業規則や組織図についてですら、組合に対し、第２回団体交渉までの約２か月間、提供していなかった。
	会社は、本件申請業務について調査が進行中であったことから、調査の進捗や今後の調査予定等について、第１回団体交渉において説明した以上の内容の回答をすることは不適切であったと主張する。
	確かに、組合は、第１回団体交渉において、どのような調査か質問をしている。しかし、５月19日付けの団体交渉申入れでは、進行中の調査内容そのものについては質問しておらず、「業務上の調査」と「身辺調査」の境界や調査終了時の証拠開示についての質問、組合からの第三者・弁護士等の立会いの要求などを申し入れている。これらは、第１回団体交渉では十分な説明がなされておらず、調査進行中であっても交渉することに支障がない事項であり、むしろ調査終了後に団体交渉を行ったのでは時機を失する事項であるといえる。
	したがって、本件申請業務についての調査が進行中であったことは、団体交渉を拒否する正当な理由とは認められない。
	会社は、第３回団体交渉及び第４回団体交渉を実施して十分に説明を尽くしていると主張するが、第２回団体交渉の前日に本件解雇を行っており、むしろ、第１回団体交渉以降、本件解雇を行うまでの間は、第２回団体交渉を意図的に避けていたとみられてもやむを得ない対応であったといえる。
	以上のとおり、組合の29年５月19日付団体交渉申入れに対し、会社が７月27日までにこれに応じなかったことは、正当な理由のない団体交渉拒否に当たる。

